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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

2021年 10月 16日 

再開発勉強会有志 

【かわら版第 17号】 

口約束は実行されない 
 

多くの皆さまは、自分の土地がどれだけの価値があるのか？ 

いくらで売れるのか？、と言った点に強い関心をお持ちのことと

思います。準備組合が皆さんへ配布済の、資産額や新ビルの

平米単価を記した個別権利変換モデル表はあくまでも参考値で

あり目安にすぎません。しかもそれは任意団体で法的には何の

責任も持たない準備組合が発行した書類ですから数字の信頼

性にも当然疑問符が付きます。 
(注：準備組合の事務局に住友不動産の名前があるから安心と思っておられるな

ら大きな間違いです。彼らはあくまで事務作業役に徹するだけとの主張から、

重要書類には決して自社の名前を記して責任を取ろうとはしません！)  

過去の「かわら版」でも報じていますが、再開発もれっきとした 

不動産取引です。自己の資産価値が具体的にいくらなのか？

そしてその資産額が再開発後にどのように具体的に変換される

のか？ 更に、果たして新居で生活再建ができるのか？ 

と言った基本条件が信頼のおける企業（＝住友不動産）により

書面で確約されない限り、再開発への同意は保留すべきです。 

再開発も不動産取引ですから、自己の資産がどうなるのか？ 

その基本条件さえ確約されぬまま、不動産業者側の「口約束」

を信じて同意書へハンコを押すことの危うさにお気づき下さい。 

不動産取引において「口約束」はトラブルの元です！ 

将来「こんな筈でなかった」と後悔しないためには、住友不動産

のような責任遂行能力を有する企業から必ず書面で確約を取

付けた上で取引に応じるべきです。これは基本中の基本です。
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なぜ「口約束」では不十分なのか？ 
各地の地権者団体から、住友不動産は口約束を好み、書面で

の約束をしたがらない傾向があるとの指摘を受けています。 

もちろん口約束でも契約は成立します（取引により例外もありま

すが）。しかし当事者の記憶だけに頼ると、後日トラブルとなった

際に「言った、言わない」の水掛け論となり解決が難しくなります。

そのために約束ごとについては書面での確認が重要なのです。 

特に、不動産取引ではこの点に特別の注意が必要です。 

更に、各地の地権者団体から不動産業者側の「口約束」は実行

されないことが多いので注意すべしとの忠告も受けています。

実行できるならすぐにでも実行している筈。それが出来ないから

「口約束」でその場を切り抜けると言う算段なのでしょうか？ 

幸い、三田５丁目はまだ「計画段階」ですので、事業者側との大

きなトラブルはないようです。それだけに「備えあれば憂いなし」

です。良い話には必ず書面で確約を取付けるようにしましょう！ 

「口約束」を書面で取付けるのは健全なる不動産取引では当た

り前のことですから、なんら遠慮する必要などありません。 

もし事業者側が様々な理屈を述べ書面提示に難色を示すなら、

「何かがおかしい」と認識し、決して同意を行わないことです。 

 

書面さえ取り付ければ安心なのか？ 
実はそうとも言えません。入手する書面の中味が重要だからで

す。たとえ書面を入手しても曖昧な表現の個所があれば要注意

ですし、「xxxの場合には別途協議する」など逃げ道が記される 

場合も多いので、できれば専門家に見て貰って下さい。 

また書面は住友不動産から取付ける必要があります。 

法的実体の無い「準備組合」からいくら確約書を取付けても意

味が無いことをご認識下さい。どうしても「準備組合」から発行さ

せると言うのなら、住友不動産の連判を取付けて下さい。 
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住友不動産の対応にもご注目下さい！ 

三田５丁目では、「準備組合」が再開発事業の窓口だとしながら

も、実際に私たちの住戸へやって来るのは、多くの場合、住友

不動産の社員たちです。彼らは私たちに住友不動産の名刺ま

で差し出し、再開発への勧誘を熱心に行います。帰り際に「何か

ご質問等があればいつでもどうぞ」と声がけまでしてくれます。

実際に質問に行っても、彼らは丁寧に口頭で説明してくれます。

良い話を聞かされた地権者も多数いるようです。しかしそれらを

書面でほしいと要求したとたん、彼らの態度は変わるようです。 

彼らは個別の地権者に対し「口頭」では良い話や魅力ある条件

を提示しても、それらを書面で回答してくることはないと言うのが、

住友再開発現場の地権者間では今や定説です。 

住友不動産が再開発計画の全体を主導しているのは、もはや

三田５丁目の地権者なら誰もが知っています。その様な現実に

も係わらず、住友不動産は「事業者は準備組合である」として、

住友不動産名義の書類を出して来ない点にもお気づき下さい。 

記録として残る「書面」は法的実体のない準備組合に行わせ、 

再開発全体を主導する住友不動産は決して自社の名前を書類

で記録に残そうとしない！この「不自然さ」にお気づき下さい。 

また住友不動産が書類を出そうとしない一方で、地権者から取

り付ける同意書には「ハンコを押して出せ」と言うのですから全く

もって不公平であり不平等です。 

再開発は自己の資産の処分を伴う重要な不動産取引です。 

何かおかしいと感じたら、決して同意書には捺印しないことです。

後日、「こんな筈ではなかった」と後悔しないために... 

 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp) 
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